
令和2年（2020年）8月1日 第193号　　　（6）

　座間市議会だよりでは、各議員の文責により質疑・
質問・答弁・討論の発言の一部を抜粋して掲載してい
ます。詳細は会議録をご覧ください。
　パソコンやスマートフォンから市議会のホームペー
ジでご覧ください。また、市役所１階の市民情報コー
ナー、図書館でもご覧いただけます。
　なお、６月定例会の会議録は８月上旬ごろから閲覧
できます。

会議録をご覧ください会議録をご覧ください
　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定

例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の

締
切
日
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

聴
覚
障
が
い
者
の
感
染
症
対
策
と

災
害
時
の
支
援
策
は
急
務

池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

消
防
行
政（
指
令
業
務
、救
急
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）に
つ
い
て

　

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と

学
生
支
援
に
つ
い
て

熊
切　

和
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

座
間
駅
前
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

城
山
ダ
ム
緊
急
放
流
に
関
す
る

そ
の
後
の
体
制
整
備
を
問
う

　

荻
原　

健
司 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

特
別
定
額
給
付
金
を

市
内
経
済
復
興
の
起
爆
剤
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
幅
広
く
、
学
生
団
体
の

「
高
等
教
育
無
償
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
が
大
学
や
専
門
学

校
に
通
う
学
生
か
ら
集
め
た
実
態

調
査
で
は
、
５
人
に
１
人
が
退
学

を
検
討
し
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

国
の
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
制
度

が
で
き
ま
し
た
が
、
学
生
の
約
１

割
し
か
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
事
態
を
受
け
て
、
大
学
が
所

在
す
る
千
葉
県
流
山
市
で
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
収
入
が
減
少
し
た
学
生

に
、
授
業
料
の
半
額
（
上
限　

万
５０

円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。一
方
、

大
学
が
な
い
千
葉
県
富
津
市
で
は
、

学
生
１
人
に
つ
き
一
律
２
万
円
を

給
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
厚
木

市
で
は
生
活
に
困
っ
て
い
る
市
内

在
住
で
一
人
暮
ら
し
の
学
生
に
一

律
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
大
学
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
学
生
を
応
援
す
る
と
い
う
給
付

金
を
本
市
で
も
実
施
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
に
食
料
を
提
供
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、

本
市
で
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
連
携

し
て
食
料
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

本
市
で
は
、

学
生
を
支
援
す
る
た
め
の
給
付
金

を
給
付
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
と
連
携
し
た
食
料
支
援

に
つ
い
て
、
対
象
者
の
属
性
を
問

わ
な
い
相
談
支
援
の
中
で
実
施
を

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年　

月
に
座
間
駅
前
の

１２

活
性
化
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
、

小
田
急
電
鉄
の
ま
ち
づ
く
り
関
係

の
部
署
の
方
々
を
含
め
た
関
係
者

と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
ま
し

た
。
こ
の
中
で
有
意
義
な
話
が
で

き
た
こ
と
は
、
駅
前
活
性
化
に
向

け
た
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
現
在
は
大
変
残
念
な
こ
と

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
今
後
に
向
け
て
の

話
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
が
少
な
く
な
れ
ば
、
改

め
て
地
元
の
有
志
、
団
体
に
呼
び

か
け
、
小
田
急
電
鉄
と
し
っ
か
り

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
長
や
関

係
当
局
の
職
員
と
共
に
、
駅
前
の

活
性
化
に
向
け
て
様
々
な
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
当
局
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

座
間
駅
前
の

活
性
化
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
座
間
駅
前

周
辺
地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
打

開
し
、
地
元
議
員
や
関
係
団
体
、

そ
し
て
地
元
の
方
々
を
中
心
に
、

地
権
者
で
あ
る
小
田
急
電
鉄
か
ら

の
協
力
を
得
な
が
ら
、共
に
考
え
、

地
域
を
盛
り
上
げ
、
活
性
化
を
図

る
取
組
に
対
し
、
本
市
と
し
て
も

ぜ
ひ
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
元
気
な
座
間
駅

前
の
創
造
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

聴
覚
障
が
い
者
の
支
援
と
し
て
、

公
共
施
設
で
災
害
や
事
故
が
発
生

し
た
際
に
館
内
放
送
で
避
難
等
の

緊
急
情
報
を
聞
く
こ
と
が
難
し
い

聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
、
暗
い
場

所
で
も
情
報
が
見
え
る
対
策
と
し

て
電
光
掲
示
板
な
ど
、
資
機
材
の

備
蓄
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て

相
談
で
き
る
体
制
と
し
て
、
遠
隔

手
話
サ
ー
ビ
ス
や
電
話
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
周
知
に
つ
い
て
も
伺
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
を
使
用
し
、
聴
覚
障
が
い
者

が
手
話
通
訳
士
を
介
し
て
市
や
市

の
施
設
と
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

災
害
時
、
聴
覚
障

が
い
者
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
リ
ス
ク
が
あ
る
方
の
孤
独
や
不

安
の
解
消
を
図
る
た
め
、
福
祉
部

局
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
二

次
避
難
所
の
運
用
推
進
と
と
も
に

資
機
材
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

遠
隔
手
話
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
を
図
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
障
が
い
者
福
祉
の
し

お
り
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
電

話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
活
用

方
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
入
り
次

第
、
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

手
話
通
訳
者
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
を
使
用
し
た
手
話
通
訳
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
意
思
疎
通

支
援
事
業
運
営
委
員
会
等
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
、
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
令

和
元
年
の
台
風　

号
の
際
、
大
雨

１９

に
よ
る
城
山
ダ
ム
の
緊
急
放
流
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
県
に
対
し
迅

速
か
つ
正
確
な
情
報
伝
達
を
求
め

て
い
ま
し
た
が
、
県
と
市
、
双
方

で
教
訓
を
基
に
ど
の
よ
う
な
確
認

が
取
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
対
応

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

県
河
川
課
及
び
城

山
ダ
ム
事
務
所
で
は
、
情
報
伝
達

体
制
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

令
和
元
年　

月
に
国
が
定
め
た
既

１２

存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に

向
け
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
洪

水
調
節
機
能
の
強
化
を
図
り
、
令

和
２
年
９
月
ま
で
に
運
用
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
従
来

の
ダ
ム
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
運
用
を

継
続
し
つ
つ
、
県
河
川
課
及
び
県

消
防
保
安
課
が
運
用
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
並
び
に
県
、
市

防
災
行
政
通
信
網
の
活
用
、
ダ
ム

放
流
連
絡
書
の
改
定
、
放
流
情
報

な
ど
を
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
等
を
行
い
ま
す
。
洪
水
調
節

機
能
の
強
化
と
し
て
、
台
風　

号
１９

で
の
緊
急
放
流
に
係
る
検
証
の
結

果
、
下
流
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い

範
囲
で
、
従
来
よ
り
も
早
い
段
階

か
ら
放
流
量
を
増
加
さ
せ
る
な
ど

の
ダ
ム
操
作
の
見
直
し
を
行
い
、

従
来
の
１
・
３
倍
の
洪
水
調
節
容

量
を
確
保
し
、
台
風　

号
と
同
程

１９

度
の
降
雨
に
対
し
て
は
緊
急
放
流

の
回
避
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
本
市
の
企
業
活
動
や
商
業
活

動
に
も
大
き
な
影
を
落
と
す
中
、

市
職
員
、
市
民
が
特
別
定
額
給
付

金
を
市
内
で
消
費
す
る
よ
う
進
め

る
取
組
に
つ
い
て
、
市
職
員
は
正

規
職
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を
合
わ
せ
る

と
１
５
１
４
名
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
回
の
特
別
定
額
給
付
金
は
総
額

で
１
億
５
１
４
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
加
え
て　

万
人
全
て
の
市
民

１３

が
、
特
別
定
額
給
付
金
を
市
内
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
マ
イ

ン
ド
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
こ
の

特
別
定
額
給
付
金
が
市
内
経
済
復

興
の
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
、「
頑
張
ろ
う
座
間
、
特
別
定

額
給
付
金
を
活
用
し
、地
元
企
業
、

店
舗
を
応
援
し
よ
う
」
と
い
っ
た

言
葉
を
掲
載
す
る
だ
け
で
、
市
民

や
そ
の
家
族
が
市
内
で
消
費
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
内
飲
食
店
や
商

店
を
応
援
で
き
る
と
い
う
意
識
啓

発
に
も
つ
な
が
り
、
市
内
経
済
の

活
性
化
や
市
内
に
お
け
る
消
費
拡

大
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

本
市
の
み
の

施
策
で
市
内
全
体
の
消
費
喚
起
を

促
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
特
別
定
額
給
付
金
の
市
内

消
費
の
意
義
に
つ
い
て
、
市
職
員

や
市
民
に
意
識
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
な
ど
、
で
き
る
限
り
後
押
し
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

座
間
市
、
海
老
名
市
、
綾
瀬
市

に
よ
る
消
防
指
令
業
務
共
同
運
用

が
始
ま
り
５
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
そ
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
座
間
総
合

２８

病
院
が
開
院
し
て
か
ら
多
く
の
市

民
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
開
院

に
よ
る
市
外
搬
送
率
の
変
化
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
年

に
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
が
始
ま
り
、
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ

訓
練
へ
の
参
加
や
静
脈
路
確
保
な

ど
救
急
隊
員
の
救
命
技
術
の
向
上

等
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
救
命

の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

消
防
指
令
事
務
を
共

同
運
用
す
る
こ
と
で
高
度
な
指
令

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
維
持
、管
理
、

更
新
等
経
費
の
縮
減
と
、
担
当
す

る
職
員
の
効
率
的
運
用
、
情
報
の

一
本
化
な
ど
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

搬
送
率
に
つ
い
て
、
座
間
総
合

病
院
の
開
院
前
は
、
市
外
搬
送
が

約　

％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

７０
年
々
減
少
傾
向
で
令
和
元
年
の
市

外
搬
送
は
、
約　

％
と
推
移
し
改

５６

善
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
救
急
隊
は
、
病
院
の
医
師
、
看

護
師
か
ら
観
察
、
検
査
、
処
置
等

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

静
脈
路
確
保
等
の
実
習
を
実
施
し
、

日
々
の
救
急
業
務
に
反
映
し
て
い

ま
す
。
心
肺
停
止
前
の
静
脈
路
確

保
の
実
施
状
況
は
、
全
１
８
４
症

例
中
、
本
市
の
救
急
隊
は　

症
例

９４

を
行
い
近
隣
４
市
の
中
で
も
特
に

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

次
の
陳
情
は
、
６
月
定
例
会
の

民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

陳
情
第　

号　

子
ど
も
の
命
を

５５

守
る
た
め
、
誰
も
が
平
等
に
学
ぶ

た
め
、
教
職
員
の
働
き
方
改
善
に

つ
い
て
の
陳
情


